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椎田小学校
中国の小学校と
姉妹校に
～国境を越えた交流を目指して～

　

４
月
２
日
、
築
上
町
長
、
議
長
、
教
育
長
、
椎

田
小
学
校
長
の
４
人
が
中
国
江
蘇
省
南
京
市
を
訪

れ
、
椎
田
小
学
校
と
南
京
竹
鎮
中
日
友
好
希
望
小
学

校
（
生
徒
数
約
８
０
０
人
、
教
職
員
60
人
）
の
姉
妹

校
提
携
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
福
岡
県
と
江
蘇
省

は
「
友
好
県
省
」
と
し
て
約
10
年
前
か
ら
相
互
交
流

を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
同
希
望
小
学
校
の
校
舎

の
一
部
は
県
民
有
志
で
つ
く
る
団
体
「
県
日
中
友
好

桜
の
会
」
や
県
議
ら
が
寄
せ
た
義
援
金
を
活
か
し
て

建
て
ら
れ
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
回
の
協

定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
両
校
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
、
将
来
的
に
は
人
的
交
流
を
行
う
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
椎
田
小
学
校
の
廣
畑
校
長
は
「
学

校
生
活
な
ど
を
紹
介
し
あ
う
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も

仲
良
く
交
流
し
て
い
け
た
ら
」
と
話
し
、
今
後
の
活

発
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

米兵の犯罪再発
防止を申し入れる

　

４
月
７
日
、
行
橋
市
、
み
や
こ

町
、
築
上
町
の
３
首
長
が
防
衛
省

九
州
防
衛
局
を
訪
れ
、
米
兵
に
よ

る
事
件
・
事
故
の
再
発
防
止
の
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

３
月
以
降
米
兵
に
よ
る
事
件
事
故

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
申
し
入

れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
同
日
、
再

編
交
付
金
及
び
調
整
交
付
金
に
関

す
る
要
望
書
も
提
出
し
、
再
編
交

付
金
の
充
当
制
限
を
見
直
し
、
維

持
管
理
事
業
へ
の
充
当
を
可
能
と

す
る
よ
う
交
付
金
の
充
当
事
業
範

囲
の
拡
大
を
含
め
、
そ
の
運
用
改

善
を
要
望
し
ま
し
た
。

中国と姉妹校に
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３
月
25
日
、
豊
前
国
で
奈
良
時
代
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
続
い
た
「
大
鏡
奉
納

行
幸
」
で
使
用
さ
れ
て
い
た
銅
鏡
を
、

築
上
町
長
、後
藤
福
岡
県
議
会
副
議
長
、

岡
田
県
議
、
蛭
崎
正
徳
実
行
委
員
長
代

行
外
４
人
が
福
岡
県
庁
を
訪
れ
、
県
知

事
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
銅
鏡
は
、
昨
年
６
月
に
遠
藤
先

生
監
修
の
下
、
大
鏡
奉
納
行
幸
実
行
委

員
会
が
船
迫
窯
跡
公
園
で
古
式
に
則
っ

て
、
溶
解
炉
・
ふ
い
ご
を
使
用
し
、
銅

と
鋳
を
約
千
度
に
溶
か
し
て
鋳
型
に
入

れ
、
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
、
こ
の
銅
鏡
を
銅
の
産
地
の
田

川
郡
香
春
町
で
鋳
造
し
、
大
鏡
奉
納
行

幸
と
し
て
銅
鏡
を
総
勢
約
４
０
０
人
を

超
え
る
人
数
で
各
地
を
行
幸
し
、
宇
佐

神
宮
に
奉
納
し
ま
し
た
。
こ
の
築
上
町

で
も
、
文
化
交
流
や
物
の
交
流
の
活
性

化
を
目
的
に
、
３
０
０
年
ぶ
り
に
こ
の

奉
納
行
列
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
有
志
が

立
ち
あ
が
り
、
大
鏡
奉
納
行
幸
実
行
委

員
会
を
設
立
。
そ
の
第
１
歩
が
平
成
18

年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
銅
鏡
浪
漫―

時
を
越
え
て
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し

た
。
コ
マ
ー
レ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

大
鏡
奉
納
行
幸
道
順
の
第
１
歩
を
踏
み

出
し
た
の
で
す
。

　

地
域
が
自
ら
取
り
組
む
広
域
的
な
地

域
お
こ
し
。
蛭
崎
委
員
長
代
行
は
「
こ

の
銅
鏡
を
一
つ
の
文
化
と
考
え
県
境
を

越
え
た
文
化
交
流
・
地
域
振
興
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

銅
鏡
完
成
で
県
知
事
を
表
敬

銅鏡完成

　

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
さ
わ
や
か
な

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
４
月
２
日
、
椎

田
小
学
校
と
中
国
の
江
蘇
省
南
京
竹
鎮

中
日
友
好
希
望
小
学
校
と
の
間
に
姉
妹

校
の
締
結
調
印
を
す
る
為
、
私
は
福
岡

県
議
会
副
議
長
後
藤
団
長
ほ
か
県
関
係

者
４
人
と
築
上
町
か
ら
廣
畑
椎
田
小
校

長
、
成
吉
町
議
会
議
長
、
神
教
育
長
と

と
も
に
中
国
南
京
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

中
国
側
か
ら
は
省
人
代
常
務
委
員
会
柏

蘇
寧
閣
下
以
下
数
人
、
希
望
小
の
倪
前

程
校
長
、
南
京
市
教
育
局
の
方
々
が
出

席
。
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
両
校
長

に
よ
る
署
名
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
南
京
市
郊
外
の
同
小
学

校
を
訪
問
し
、
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
や
コ
ー
ラ
ス
（
中
国
の
民

謡
と
日
本
の
さ
く
ら
）、
一
本
足
の
高

下
駄
を
履
い
た
20
人
の
女
の
子
の
龍
の

踊
り
等
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

姉
妹
校
締
結
は
も
と
も
と
福
岡
県
と

江
蘇
省
が
友
好
県
省
の
関
係
に
あ
り
、

泉
水
小
学
校
（
同
小
学
校
の
前
名
）
の

建
替
え
に
伴
い
、
県
議
団
を
中
心
に
組

織
さ
れ
た
福
岡
県
桜
の
会
が
３
０
０
万

円
寄
付
を
行
っ
た
と
い
う
経
過
で
実
現

し
ま
し
た
。
学
校
完
成
後
に
校
名
を

竹
鎮
中
日
友
好
希
望
小
学
校
と
改
名
し

た
と
の
事
で
す
。
今
回
椎
田
小
学
校
に

県
の
方
か
ら
姉
妹
校
締
結
の
打
診
が
あ

り
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
さ
さ
や
か
な
長
い
交
流
が
続
い

て
い
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
17
日
、
県
道
犀
川
・
豊

前
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
開
通
で

寒
田
の
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
新
し
く
豊
前

市
の
求
菩
提
を
通
り
岩
屋
ま
で
行
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

度
新
緑
の
県
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　

ま
た
、
寒
田
ダ
ム
が
中
止
さ
れ
、
ダ

ム
下
流
域
の
地
域
振
興
策
と
城
井
川
の

開
発
の
た
め
、
福
岡
県
議
会
の
後
藤
副

議
長
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
県
に
対

し
て
要
望
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
寒
田
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
が
採

択
さ
れ
、
同
時
に
今
年
度
、
事
業
区
域

の
河
川
の
公
園
化
、
そ
し
て
、
上
城
井

地
区
と
下
城
井
地
区
の
境
の
城
井
川
沿

い
に
４
万
ト
ン
の
池
を
造
成
し
て
河
川

環
境
の
保
持
と
農
業
用
水
の
確
保
の
二

面
性
を
兼
ね
備
え
た
事
業
が
県
に
お
い

て
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
河
川
の
流
水

確
保
の
た
め
、
あ
と
数
箇
所
こ
の
よ
う

町
長
室
だ
よ
り

　

築
上
町
長

　
　
　
　

新　

川　

久　

三

な
水
が
め
の
確
保
を
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
国
の
法

律
に
よ
り
医
療
保
険
制
度
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
新
し
く
75
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保

険
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
75
歳
未
満
の
加
入

と
な
り
ま
す
が
、
両
保
険
と
も
一
定
以

上
の
年
金
受
給
者
は
国
民
健
康
保
険
税

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
年
金
か

ら
特
別
徴
収
に
よ
り
天
引
き
と
な
り
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
医
療
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

連
休
が
明
け
れ
ば
向
暑
の
時
期
に
な

っ
て
参
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
に
は

健
康
に
ご
留
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歓迎の様子
龍の踊り



4

　

戦
後
、
日
本
人
の
食
生
活
は

欧
米
化
し
、
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
不
規
則
な
食
事
、

個
食
（
孤
食
）
や
外
食
が
増
加

し
た
結
果
、
栄
養
素
の
不
足
、

過
剰
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
と
い
っ

た
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
食
生
活
の
変
化
が
、

私
た
ち
の
健
康
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
特
に
成
長
期
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、築
上
町
で
は
、

将
来
わ
が
国
を
支
え
る
子
ど
も

た
ち
の
健
康
な
身
体
づ
く
り
の

米
飯
給
食
週
５
日

　

全
国
か
ら
注
目

学校給食

米飯給食週５日米飯給食週５日

た
め
、
低
農
薬
・
有
機
栽
培
の

地
元
産
の
米
や
野
菜
等
を
食
材

に
し
た
学
校
給
食
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
平
成
19
年
４

月
か
ら
八
津
田
小
学
校
が
完
全

米
飯
給
食
週
５
日
の
モ
デ
ル
校

と
し
て
取
り
組
み
を
始
め
、
今

年
４
月
か
ら
給
食
が
毎
日
米
飯

に
な
る
小
学
校
は
町
内
４
校
に

拡
大
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
県
内
の
米
飯
給

食
週
５
日
は
こ
の
築
上
町
の
み

で
す
。

　

今
回
、
八
津
田
小
学
校
で
の

「
米
飯
給
食
週
５
日
」
の
取
り

組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

～
栄
養
バ
ラ
ン
ス
満
点
の
米
飯
給
食
は

大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
～

（八津田小・４年）
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子
ど
も
た
ち
の
食
生
活

　

ま
ず
、
米
飯
給
食
週
５
日
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

の
食
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
そ
の
結
果
か
ら
次
の

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
八
津
田
小
学
校
平
成
19
年
３
月

実
施
「
児
童
の
食
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
」
か
ら
）

・�

食
事
時
間
が
一
定
で
な
い
、
欠

食
・
お
菓
子
を
ご
飯
代
わ
り
に

食
べ
て
い
る
な
ど
の
偏
っ
た
食

生
活
の
傾
向
に
あ
る
。

・�

高
学
年
で
は
子
ど
も
だ
け
で
食

事
を
す
る
割
合
が
増
え
て
い

る
。

・�

献
立
面
か
ら
見
る
と
、
麺
類
や

洋
風
化
さ
れ
た
お
か
ず
を
食
べ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

・�

動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
や

糖
分
・
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
、
野

菜
の
不
足
な
ど
が
目
立
つ
。
等

　

心
身
と
も
に
著
し
く
成
長
す
る

成
長
期
の
こ
の
時
期
に
は
、
特
に

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
食
べ
る
こ
と
は
身
体

の
み
な
ら
ず
、
心
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も

「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
い
」、

「
ゆ
う
う
つ
に
な
る
こ
と
が
多
い
」

に
つ
い
て
は
半
数
近
い
児
童
が

「
は
い
」「
時
々
」
と
答
え
て
お
り
、

食
生
活
の
改
善
が
必
要
で
す
。
家

族
や
友
達
と
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
、
体
の
健
康
、
心
の

健
康
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

お
米
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

最
適
の
食
べ
物

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
に
は
栄
養
の
あ
る
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、
米
飯
の

メ
リ
ッ
ト
や
意
義
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

①�

ご
飯
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

最
高
の
も
の

　

�　

ご
飯
は
そ
れ
自
体
、
身
体
に

負
担
の
な
い
、
望
ま
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
す
。

②�
ご
飯
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

り
や
す
い

　

�　

ご
飯
が
主
食
の
と
き
に
は
、

組
み
合
わ
さ
れ
る
料
理
数
が
多

く
な
り
、
そ
の
種
類
も
多
様
で

す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い

や
す
く
な
り
ま
す
。

③�

米
飯
給
食
で
は
、
脂
肪
量
を
少

な
く
で
き
る

　

�　

米
飯
給
食
で
は
、
脂
肪
を
含

ん
だ
食
材
や
調
理
法
が
少
な

く
、
脂
肪
の
摂
り
過
ぎ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
、
米
飯
以
外
を
主
食
と
す
る

場
合
、
脂
肪
の
摂
取
が
多
く
な

り
、
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

④�

米
飯
給
食
に
よ
る
ア
ト
ピ
ー
の

改
善

　

�　

油
や
肉
、
砂
糖
、
小
麦
粉
な

ど
の
使
用
が
少
な
い
た
め
、
ア

レ
ル
ギ
ー
が
発
症
し
に
く
い
。

⑤
米
飯
を
摂
る
食
習
慣
の
形
成

　

�　

毎
日
、
米
飯
を
主
食
と
し
た

食
事
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
、
生
活
習
慣
病

や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
か
か
ら
な
い

た
め
の
食
習
慣
が
形
成
さ
れ
や

す
い
。

⑥�

米
は
自
給
率
が
高
い
食
品
で
あ

り
、
さ
ら
に
築
上
町
産
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る

　

�　

米
は
、
日
本
で
十
分
自
給
で

き
て
お
り
、
子
ど
も
に
将
来
に

わ
た
っ
て
食
べ
さ
せ
る
主
食
と

し
て
適
し
て
い
る
。
築
上
町
で

は
、
地
場
産
の
米
を
給
食
に

使
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
築
上
町
の
米
は
地
域

循
環
を
活
か
し
た
環
境
に
も
良

い
農
産
物
で
、「
福
岡
県
減
農

薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培
特
別
栽

培
認
証
制
度
」
の
認
証
を
受
け

て
お
り
、
減
農
薬
米
と
し
て
町

内
の
学
校
給
食
や
民
間
企
業
に

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦�

築
上
町
産
の
米
は
、
教
育
的
効

果
が
高
い

　

�　

給
食
で
使
用
し
て
い
る
米
は
、

築
上
町
産
で
あ
る
た
め
、
生
産

者
と
交
流
し
た
り
、
循
環
授
業

で
学
ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
的
効
果
が
大
き
い
。

　

以
上
の
点
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち

が
正
し
い
食

習
慣
を
身
に

つ
け
る
う
え

で
、
米
飯
給

食
は
大
き
な

役
割
を
果
た

し
ま
す
。

知　
　る

米飯給食週５日米飯給食週５日
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お
い
し
く
て

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る

米
飯
給
食
に

献立を
考える

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
、
身
体
に

よ
い
お
い
し
い
米
飯
給
食
を
週
５

日
間
作
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
献
立
の
中
か
ら
パ
ン
を
米
飯
に

変
え
る
だ
け
で
は
、
問
題
の
解
決

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
、
お
い
し
く
て
体
に
よ
い

子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る
和
食
中

心
の
給
食
で
あ
る
米
飯
給
食
の
献

立
を
立
て
る
に
あ
た
り
、
給
食
献

立
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
、
町
栄
養
士
・
町
保
健

師
・
大
学
教
授（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）・

教
員
・
調
理
員
で
、
給
食
内
容
の

総
合
的
な
改
善
を
目
指
し
ま
し

た
。

◎
献
立
の
ポ
イ
ン
ト

・�

ご
飯
は
原
則
的
に
は
、
白
ご
飯

と
す
る
が
、
麦
ご
飯
や
雑
穀
米

も
取
り
入
れ
る
。

・�

和
食
を
増
や
す
（
ご
飯
に
あ
っ

た
献
立
に
す
る
）。

・�

揚
げ
物
の
料
理
や
加
工
品
、
冷

凍
食
品
の
使
用
回
数
を
減
ら
す
。

・�
季
節
に
あ
っ
た
献
立
に
し
、
お

い
し
い
旬
の
地
場
産
物
を
使

う
。

　

食
の
安
全
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
、
生
産
者
が
わ
か
ら
な
い
食
品

を
口
に
す
る
の
は
と
て
も
不
安
で

す
。米
飯
給
食
の
取
り
組
み
で
は
、

地
産
地
消
と
い
う
点
に
も
こ
だ
わ

り
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
地
場

産
の
旬
の
食
材
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
味
覚
を
育
て
る
た

め
に
も
、
地
場
産
の
食
材
を
使
っ

た
手
作
り
の
献
立
が
最
適
で
す
。

ま
た
、
和
食
の
良
さ
を
活
か
し
た

給
食
に
な
る
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
場
産
の
食
材
を
使
っ
た
米
飯

給
食
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
お

い
し
く
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
、

子
ど
も
や
保
護
者
が
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る
、
生
産
者
の
顔
の
見
え

る
給
食
が
実
現
し
た
の
で
す
。

米
飯
給
食
へ
の
反
応

～
あ
た
た
か
い
ご
飯
・
愛
情
た
っ
ぷ
り
～

感想
　

モ
デ
ル
校
と
し
て
米
飯
給
食
週

五
日
を
一
年
間
実
施
後
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
（
学
校

か
ら
）。

　

全
体
的
に
子
ど
も
た
ち
は
米
飯

給
食
を
好
ん
で
お
り
、
特
に
低
学

米飯給食週５日米飯給食週５日

年
児
童
は
米
飯
、
和
食
、
魚
料
理

い
ず
れ
も
「
大
好
き
」
と
い
う
声

が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。
昨
年
12

月
実
施
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
ご
飯
中
心
の
献
立
変
更
に
つ

い
て
「
良
い
」
76
％
、「
よ
く
な
い
」

８
％
、「
ど
う
と
も
思
わ
な
い
」「
無

回
答
」
16
％
で
し
た
。
ま
た
、
地

場
産
物
や
和
食
の
多
い
給
食
を
望

む
声
も
多
く
、
米
飯
給
食
週
５
日

に
対
す
る
保
護
者
の
期
待
は
大
き

い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（一部抜粋）
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循
環
授
業
に

よ
る
食
育

理解を
深める

　

米
飯
給
食
週
５
日
の
実
施
で
、
給

食
を
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、

食
べ
物
と
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
く
必
要
に
気
づ
き
ま
し

た
。

　

八
津
田
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
食
事
と
健
康
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
考
え
、
日
頃
食
べ
て
い
る
も
の

に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
、
平
成
14
年
度
か
ら
、
小

学
５
年
生
を
対
象
に
液
肥
を
使
っ
た

循
環
型
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
循
環
授

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
授
業
で
は
、

液
肥
を
は
じ
め
と
し
た
循
環
型
農
業

の
講
義
を
役
場
職
員
が
行
い
、ま
た
、

地
域
の
栽
培
農
家
の
方
の
協
力
を
得

て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
実
際
に
体

験
す
る
校
外
授
業
等
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
た
ち
が

栽
培
し
た
米
と
味
噌
を
使
っ
て
、
調

理
も
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
自

分
た
ち
が
口
に
す
る
食
べ
物
の
成
り

立
ち
、
環
境
、
食
事
、
健
康
の
つ
な

が
り
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

取
れ
た
米
や
野
菜
を
食
べ
、「
お
い

し
い
」
と
多
く
の
子
ど
も
が
感
じ
て

お
り
、「
地
元
で
取
れ
た
か
ら
安
心
」

「
環
境
に
い
い
農
業
だ
」「
健
康
の
た

め
に
は
自
分
で
考
え
て
食
べ
る
も
の

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
」
と
、
築
上
町

の
優
れ
た
資
源
循
環
の
取
り
組
み
に

誇
り
を
持
つ
と
共
に
、
地
元
で
取
れ

た
米
や
野
菜
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に

理
解
を
持
つ
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
的
な

身
体
づ
く
り
の
た
め
、「
米

飯
給
食
週
５
日
」
に
取
り
組

ん
で
き
た
八
津
田
小
学
校
。

主
食
を
米
飯
に
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
点
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
場
産
物
の
使
用

・�
旬
の
お
い
し
い
野
菜
の
使

用
・�

脂
質
量
の
多
く
な
い
料
理

と
献
立

　

子
ど
も
た
ち
の
味
覚
や
嗜

好
の
形
成
に
与
え
る
学
校
給

食
の
影
響
は
大
き
く
、
低
学

年
時
か
ら
給
食
で
米
飯
を
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
八

津
田
小
学
校
で
は
米
飯
給
食

週
５
日
を
始
め
と
し
た
取
り

組
み
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
食
と
い
う
も
の

の
重
要
性
に
気
が
つ
き
、
ま

た
、
食
育
の
基
本
で
あ
る
家

庭
と
と
も
に
、
食
習
慣
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
っ

た
今
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
健
康
を
築
く
た
め
に
も
町

全
体
が
地
産
地
消
と
い
う
食

生
活
の
本
来
の
姿
、
そ
し
て

健
全
な
食
習
慣
を
取
り
戻
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

米飯給食の
これから

米飯給食週５日米飯給食週５日

～
私
達
が
作
っ
て
い
ま
す
～

　

給
食
調
理
員
の
声

　

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

お
い
し
い
米
飯
給
食
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
知
恵
を
し
ぼ
り
、
心
を
こ
め
て
作
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
給
食
を
作
る
調
理
員
さ
ん
も
そ
の

ひ
と
り
。
給
食
献
立
委
員
会
に
も
参
加
し
、
子

ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
食
べ
さ
せ
た
い

と
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
給
食
に
は
た

く
さ
ん
の
人
の
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

〈
調
理
員
さ
ん
の
こ
と
ば
〉

・�

で
き
る
限
り
、
米
飯
給
食
の
献
立
を
変
え
ず

に
作
る
こ
と
を
心
が
け
て
ま
す
。

・�

旬
の
食
材
を
活
か
し
、
調
理
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

・�

子
ど
も
た
ち
に
な
る
べ
く
温
か
い
も
の
は
温

か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち

に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

・�

子
ど
も
た
ち
が
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
る
の
が

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
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島 田 浩 年

会 計 課
会計管理者 (統括審議官)田原基代孝

川 﨑 道 雄
会 計 係 小 林 久 子

議会事務局
江 本 偉 久 雄

総 務 係 西 畑 弥 生
監査事務局 監 査 係 吉 留 康 次 （兼）西畑弥生

職員配置表
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課室局名 係　　名 審議監・課長 参事・課長補佐 係　　長 係

総合管理課

落 合 泰 平

管 理 係

神 崎 一 浩

岩 切 と み 子 前 田 健 兒 城 山 琴 美

窓 口 係 藥 丸 智 惠 子
久 保 暁 美 久 保 博 惠 元 島 ゆ か り

中 野 明 子

商 工 課

竹 本　 正

津 田　 武企業立地係 有 松 誠 司

商工観光係 村 上 敏 之

人 権 課 人 権 ２ 係 田 中　 哲（兼）田中　哲 政 時　 治

住 民 課 健康増進係 吉 元 保 美
松 田 豊 子 西 岡 定 美 野 崎 智 恵 子

加 藤 幸 枝

福 祉 課 築城保育所 末 次 千 春 松 田 玲 子
桐 川 紀 美 子 上 田 智 惠 美 渡 辺 京 子

瀬 戸 抄 織

環 境 課

出 口 秀 人

環 境 係 田 村 修 乃 進　 信 博 種 子 祐 彦

清掃管理係 則 行 一 松（兼）則行一松 田 村 佐 智 子 樽 本 知 也 内 山 政 幸

RDF 施 設 係 池 田　 勉 西 本 数 博 友 住 良 一

リサイクル施設係 繁 永 哲 也 高 辻 一 彦

産 業 課 農地整備係 宮 尾 孝 好 西 畑 尚 幸

上 水 道 課

中 嶋 澄 廣

石 川 武 巳上水道１係 加 來　 泰 野 中　 尚

上水道２係 加 耒 直 之 中 浩 二 郎

農業委員会
事 務 局 後 田 幸 政

濱 田 俊 秀

学校教育課

中 村 一 治

中 野 康 弘

学校管理係 金 井　 泉 永 野 賀 子

学校教育係 野 正 修 司 江 本 幸 栄

築上西校分校 辻 川 節 子

築城中学校 （給）出田良美（給）高橋幸代（給）田中尚代

築城小学校 （給）松田千恵（給）倉垣みどり（給）山下晴菜

上城井小学校 （給）奥田美香

下城井小学校 （給）末松順子

椎田中学校 （給）松中惠美子（給）毛利里美（給）渡邊いづみ

椎田小学校 （給）久本みさを（給）松村和代（給）髙島智子

葛城小学校 （給）蜂河内初代

八津田小学校 （給）和田享子（給）佐瀬幸代

西角田小学校 （給）原美津惠

小原小学校 （給）小林美香

生涯学習課

吉 田 一 三 田 原 泰 之

生涯学習係 竹 本 信 力 丸 山 一 郎 神 崎 博 子

社会体育係 進　 章 人 桑 野　 智

海洋センター等 （参）田村　勉

船迫窯跡公園 高 尾 栄 市

築城公民館 増 田 裕 和

椎田図書館 新 木 安 利

中央公民館 井 上 敬 子 田 原 久 美 子

【築城支所】

職員配置表

－効率的な事務執行目指す－ ４月１日、機構改革に伴う人事異動が行われました。
職員の配置につきましては、４月号で掲載することができず、
今月掲載することになりました。ご了承ください。



新
し
い
民
生
委
員
紹
介

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
寒
田
地
区
）
の
中
畑
省
城

さ
ん
が
３
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
と

し
て
４
月
１
日
付
け
で
山
﨑
清
巳
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
民
生
・
児
童
委

員
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
社
会
福
祉
の
担
い
手
の

一
人
と
し
て
、
少
し
で
も
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
係
（
内
線
２
４
３
）

�

日
夜
、
わ
が
町
を
守
る
消
防
団
～
役
員
改
選
～

「
民
生
・
児
童
委
員
の
日
」

活
動
強
化
週
間

５
月
12
日
（
月
）
～
18
日(

日
）

快
適
運
動
場
整
備

防
衛
省
交
付
金
３
千
万
円

～
築
城
小
学
校
屋
外
運
動
場
が　
　

整
備
さ
れ
ま
し
た
～

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

事
業
で
、
築
城
小
学
校
屋
外
運
動
場
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
工
事
内
容
は
、
ク

レ
イ
舗
装
工
５
，
８
０
９
㎡
、
暗
渠
排
水

工
６
５
７
ｍ
、
雨
水
排
水
工
１
０
６
・
５

ｍ
、
防
球
フ
ェ
ン
ス
工
91
・
４
ｍ
で
、
事

業
費
は
３
千
２
４
０
万
円
で
内
３
千
万
円

が
防
衛
省
の
交
付
金
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

山﨑清巳さん
（寒田）

　

築
上
町
消
防
団
の
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
４
月
１
日
か

ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

の
４
年
間
下
記
の
役
員
体
制

で
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
留
任
の
木
戸
団
長

は
、
平
成
３
年
か
ら
現
在

ま
で
17
年
間
の
団
長
歴
が
あ

り
、
消
防
活
動
や
防
災
活
動

の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、団
員
の
規
律
、

礼
式
等
に
力
を
入
れ
、
統
率

の
と
れ
た
消
防
組
織
の
育
成

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
火
災
等
の
な
い
町
を

目
標
に
、
団
長
を
始
め
団
員

一
同
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

団　
　
　

長　

木
戸
喜
代
治（
水
原
）

副　

団　

長　

松
本
吉
幸
（
石
堂
）

副　

団　

長　

有
永
義
正
（
安
武
）

第
１
分
団
長　

下
田
忠
義
（
湊
）

第
２
分
団
長　

田
中
康
男（
西
八
田
）

第
３
分
団
長　

渡
部
公
誠
（
水
原
）

第
４
分
団
長　

片
峯
直
志（
上
り
松
）

第
５
分
団
長　

首
藤
純
司（
東
築
城
）

第
６
分
団
長　

木
本
定
光
（
安
武
）

第
７
分
団
長　

白
川
義
雄
（
本
庄
）

　

本
年
度
か
ら
新
体
制
と
な
り
、
町

の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
さ
ら

に
団
員
と
と
も
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

木戸団長

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

行
政
係
（
内
線
３
３
３
）

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課

　

学
校
教
育
係
（
内
線
２
５
１
）

　

民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
た
り
、
暮
ら
し
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
っ
て
い
く
よ
う
に
応
援
す
る
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま

す
。53
人
の
民
生
・
児
童
委
員
が
町
内
を
担
当
地
区
に
分
け
、

地
域
福
祉
の
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
は
別
に
、
児
童
福
祉
を
専
門
的
に
行
う
主
任

児
童
委
員
が
４
人
い
ま
す
。

　

生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
ご
と
、
援
助
を
必
要

と
す
る
と
き
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
迷
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
、
民
生
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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問い合わせ：福祉課　高齢者福祉係（内線２５２）

５月 14日（水曜日）
地区名 会　　場 時　　間
宇  留  津 公　  民　  館  ９：10 ～  ９：45
今　　津 公　  民　  館  ９：55 ～ 10：25
西  八  田 公　  民　  館 10：30 ～ 11：00
東  八  田 公　  民　  館 11：10 ～ 11：30
越　　路 公　  民　  館 13：30 ～ 13：45
水　　原 公　  民　  館 13：55 ～ 14：20
奈　　古 集落センター 14：30 ～ 14：45
下  岩  丸 公　  民　  館 15：00 ～ 15：15
上  岩  丸 公　  民　  館 15：25 ～ 15：35

５月 15日（木曜日）
地区名 会　　場 時　　間
新　　開 集　  会　  所   9：10 ～   9：20
椎  田  東

延塚記念館   9：30 ～ 10：45椎  田  中
椎  田  西
臼　　田 集落センター 10：55 ～ 11：10
正  毛  田 集　  会　  所 11：20 ～ 11：30
坂　　本 公　  民　  館 13：30 ～ 13：45
下日奈古 公　  民　  館 13：55 ～ 14：10
上日奈古 公　  民　  館 14：20 ～ 14：35
極  楽  寺 公　  民　  館 14：45 ～ 14：55
真  如  寺 公　  民　  館 15：05 ～ 15：20
小　　原 公　  民　  館 15：30 ～ 15：50
椎  田  南 公　  民　  館 16：00 ～ 16：20

５月 16日（金曜日）
地区名 会　　場 時　　間
西  高  塚 公　  民　  館   9：10 ～   9：40
東  高  塚 公　  民　  館   9：50 ～ 10：20
湊　　南

湊  公  民  館 10：30 ～ 11：30湊　　北
鬼　　塚
有　　安 集落センター 13：15 ～ 13：30
上  り  松 公　  民　  館 13：40 ～ 13：55
石　　堂 公　  民　  館 14：00 ～ 14：10
福　　間 公　  民　  館 14：15 ～ 14：30
上ノ河内 公　  民　  館 14：40 ～ 14：50
山　　添 公　  民　  館 14：55 ～ 15：10

５月 19日（月曜日）

５月 20日（火曜日）
会　　　場 時　　間

小 山 田 青 果 物 集 荷 所   9：20 ～   9：35
葉 山 さ ん 宅 前   9：45 ～   9：55
広 末 学 習 等 供 用 施 設 10：10 ～ 10：25
安 武 学 習 等 供 用 施 設 10：40 ～ 10：55
下 の 原 教 育 集 会 所 11：00 ～ 11：10
比 久 尼 原 集 会 所 11：15 ～ 11：25
船 迫 学 習 等 供 用 施 設 13：30 ～ 13：45
弓 の 師 学 習 等 供 用 施 設 13：55 ～ 14：05
上 別 府 学 習 等 供 用 施 設 14：20 ～ 14：40
下 別 府 学 習 等 供 用 施 設 14：50 ～ 15：15
築 城 学 習 等 供 用 施 設 15：25 ～ 15：50

５月 21日（水曜日）
会　　　場 時　　間

築 城 公 民 館   9：10 ～ 10：10

敬老年金地区別時間割表（５月 14 日～５月 21 日）

※�敬老年金証書と登録した印鑑を必ずお持ち
ください。
※�敬老年金証書がないと敬老年金は受給でき
ません。

敬
老
年
金
の
支
給

　

町
の
発
展
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た

お
年
寄
り
に
感
謝
し
、
老
人
福
祉
の
推
進
に

寄
与
す
る
た
め
、「
敬
老
年
金
」
を
５
月
に

支
給
し
ま
す
。

対�

象
者

　

�

築
上
町
に
引
き
続
き
２
年
以
上
在
住
し
て

い
る
満
80
歳
以
上
の
方
で
、
申
請
し
て
裁

定
さ
れ
た
方
（
新
規
対
象
者
に
は
申
請
書

を
送
付
済
）。

支
給
日　

５
月
14
日
（
水
）
～
21
日
（
水
）

持
参
す
る
も
の

　

・�

登
録
し
た
印
鑑

　

・�

敬
老
年
金
証
書
（
み
ど
り
色
）

※�

新
規
対
象
者
は
裁
定
通
知
書
、
登
録
す
る

印
鑑

●
椎
田
地
区
の
方

　

地
区
を
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
時
間
内

に
指
定
の
会
場
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

指
定
の
時
間
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
５
月
22

日
（
木
）
以
降
に
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
築
城
地
区
の
方

　

地
区
を
指
定
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
内

に
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

時
間
内
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、５
月
22
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）
ま
で
は
、
築
城
支
所
の
総
合
管

理
課
に
、
６
月
２
日
（
月
）
以
降
は
、
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

敬
老
年
金
証
書
と
登
録
し
た
印
鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

敬
老
年
金
証
書
が
な
い
と
敬
老
年
金
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

町
内
外
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
築
上
町
役
場　

☎（
５
６
）０
３
０
０　

●
築
上
町
築
城
支
所　

☎（
５
２
）０
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号
は
、
ど
ち
ら
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
も
、
全
課
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
は
じ
め
に
課
名
ま
た
は
簡
単
な
用
件
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

会　　　場 時　　間
上 寒 田 集 会 所   9：20 ～   9：35
寒 田 生 活 改 善 セ ン タ ー   9：45 ～ 10：00
櫟 原 集 会 所 10：10 ～ 10：25
上 城 井 公 民 館 10：35 ～ 10：50
下 本 庄 集 落 セ ン タ ー 11：00 ～ 11：10
伝 法 寺 集 会 所 11：20 ～ 11：40
松 丸 生 活 改 善 セ ン タ ー 13：30 ～ 13：45
上 深 野 集 会 所 13：55 ～ 14：10
下 深 野 集 会 所 14：20 ～ 14：35
袈 裟 丸 集 会 所 14：45 ～ 14：55
下 城 井 公 民 館 15：05 ～ 15：30
赤 幡 学 習 等 供 用 施 設 15：40 ～ 15：55
南 別 府 学 習 等 供 用 施 設 16：05 ～ 16：15

－町内外からのお知らせ－



�

今  月  の  納  税

納税は便利な口座振替で
　あなたの預貯金口座から自動的に
納税する口座振替を利用すれば、
納め忘れもなく安心です。
手続き
　金融機関の預貯金通帳とその通帳
に登録してある印鑑を持参のうえ、各
金融機関で申し込みをしてください。
取扱金融機関（本・支店、支所）
　・福岡銀行　・西日本シティ銀行
　・福岡ひびき信用金庫
　・九州労働金庫　・ゆうちょ銀行
　・福岡豊築農業協同組合

税金は、納期内に納めましょう。

問い合わせ
　税務課　徴収係（内線 217）

軽自動車税
今月の町税納期限は、　
　６月２日（月）です。

森
林
環
境
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

～
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

　

水
を
貯
え
、
土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
働
き
を
持
つ
森
林
。
そ
の
森
林
の
荒
廃
が
進
み
、
大
切
な
森

林
の
働
き
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
森
林
環
境
税
は
、
荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、

健
全
な
状
態
で
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◆
森
林
環
境
税
の
使
い
道

○
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生

　

・�

長
時
間
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
森
林
で
、
間
伐
な
ど
の
手
入
れ

を
行
い
ま
す
。

　

・�

伐
採
後
放
置
さ
れ
た
場
所
に
、
広
葉
樹
を
植
え
て
森
林
を
再
生
さ
せ
ま
す
。

○
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
推
進

　

・�

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
企
画
に
活
動
費
を

助
成
し
ま
す
。

　

・�

森
林
に
関
す
る
こ
と
や
、森
林
環
境
税
の
事
業
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
ま
す
。

◆
森
林
環
境
税
の
し
く
み

　

・�

県
民
全
体
で
広
く
公
平
に
負
担
い
た
だ
く
た
め
に
、
個
人
・
法
人
の
県
民
税

均
等
割
に
次
の
額
を
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
個
人　

年
間
５
０
０
円

　

・�

個
人
県
民
税
均
等
割
を
納
め
て
い
る
約
２
０
０
万
人
の
方
々
が
対
象
で
す
。

　
　
（
対
象
と
な
る
目
安
…
約
１
０
０
万
円
以
上
の
収
入
が
あ
る
場
合
）

　

・
平
成
20
年
度
分
の
個
人
県
民
税
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

・�

事
業
所
得
者
等
は
、住
民
税
の
納
付
書
に
よ
り
、年
４
回
（
６
・
８
・
10
・
１
月
）

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・�

給
与
所
得
者
は
、
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
12
回
に

分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

▼
法
人　

年
間
１
，
０
０
０
円
～
４
０
，
０
０
０
円

　

・
法
人
県
民
税
均
等
割
を
納
め
て
い
る
約
10
万
社
が
対
象
で
す
。

　

・�

平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係

る
法
人
県
民
税
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

・
法
人
県
民
税
の
申
告
時
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
総
務
部　

税
務
課　

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３
０
６
３

障害者に対する軽自動車税の減免申請
　下記に該当する軽自動車は、申請によって軽自動車税が減免となります。
◎対象となる軽自動車
・�障害者本人または障害者と生計を同一にする方が所有する軽自動車
・その構造が専ら身体障害者等の利用に供するためのもの
※�減免される車両は１人の障害者の方につき１台とし、普通自動車との重複減
免はできません。
◎減免の対象範囲
　県の自動車税減免制度に準じて行っています。対象となる障害の級別は運転
者によって異なります。

人の動き（３月末現在）
　人口　２０，９６２人
　男　　１０，００５人
　女　　１０，９５７人
　転入　　　１２０人
　転出　　　２４９人
　出生　　　　１４人
　死亡　　　　２５人
　世帯数　８，９２８世帯

◎必要なもの
・身体障害者手帳等（障害の状態が明らかになるもの）
・運転する方の運転免許証
・申請者の印鑑
・平成 20年度軽自動車税納税通知書（５月中旬発送予定）
◎申込期限　５月 27日（火）
※�戦傷病者手帳、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
の対象となる障害の級別についてはお問い合わせください。
受付・問い合わせ　税務課　資産税係（内線２１６）

障害の区分 本人運転 生計同一者運転
視 覚 障 害 ２級の２、３級の２ １級～３級、４級の１

聴 覚 障 害 ２級、３級 ２級、３級

平 衡 機 能 障 害 ３級 ３級
音 声 機 能 等 障 害 ３級 ３級
上 肢 不 自 由 １級、２級 １級、２級
下 肢 不 自 由 １級～６級 １級～４級
体 幹 不 自 由 １級～３級、５級 １級～３級

乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能障害

上肢機能 １級、２級 １級、２級

移動機能 １級～６級 １級～４級

内 部 障 害 １級、３級 １級、３級
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能障害 １級～３級 １級～３級

－町内外からのお知らせ－
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ご
存
じ
で
す
か
、
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

不
満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や

申
し
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一

切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
の
「
よ
し
あ
し
」
を
審
査
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
３
（
５
６
１
）
３
４
３
１

平
成
20
年
度
戦
傷
病
者

補
装
具
等
巡
回
相
談
会

　

京
築
地
区
在
住
の
戦
傷
病
者
で

補
装
具
の
交
付
を
受
け
た
方
を
対

象
と
し
た
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

日
時　

５
月
20
日
（
火
）

　
　
　

10

：

00
～
14

：

30

場
所　

福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎

持
参
す
る
も
の

●
戦
傷
病
者
手
帳

●
印
鑑

●
前
回
交
付
を
受
け
た
補
装
具

※�

当
日
、
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、
対
象
区
域
外
の
会
場
で
も

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

�　

他
会
場
の
日
程
等
に
つ
い
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
２
４
２
）

身
体
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談

日
時　

６
月
３
日
（
火
）

　
　
　

受
付　

９

：

30
～
14

：

30

　
　
　

診
察　

10

：

00
～

場
所

　

豊
前
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

　

�　

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
費
の

新
規
支
給
・
再
支
給
・
修
理
の
要

否
判
定
、
処
方
及
び
適
合
判
定

※�

た
だ
し
、
電
動
車
椅
子
、
重
度

障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
に
つ

い
て
は
、
相
談
の
み
で
判
定
は

行
い
ま
せ
ん
。

※�

座
位
保
持
装
置
に
つ
い
て
は
、

事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

平
成
19
年
度
か
ら
耳
鼻
咽
喉

科
（
聴
覚
障
害
等
）
に
つ
い
て

は
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
聴
力
検
査
や
耳
鼻
咽

喉
科
医
師
の
診
察
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
診
断
書
の
作
成
や
補
聴

器
の
補
装
具
費
の
支
給
・
再
支

給
・
修
理
の
要
否
判
定
は
行
い

ま
せ
ん
。

　

�　

ま
た
、
肢
体
不
自
由
に
つ
い

て
も
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断

書
の
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
も
の

●
印
鑑

●
身
体
障
害
者
手
帳

●�

補
装
具
費
再
支
給
の
場
合
は
、

前
回
支
給
の
補
装
具

●�

補
装
具
修
理
の
場
合
は
、
修
理

が
必
要
な
補
装
具

※�

必
ず
ご
本
人
が
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

平
成
18
年
10
月
か
ら
補
装
具
費

の
自
己
負
担
分
が
原
則
一
割
負

担
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
２
４
１
）

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
で

は
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運

営
を
図
る
事
業
計
画
策
定
委
員
会

の
住
民
代
表
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

●�

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
構

成
市
町
村
在
住
で
、
今
後
も
引

き
続
き
在
住
予
定
の
方

●�

年
齢
満
40
歳
以
上（
被
保
険
者
）

で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で

な
い
方

長寿医療（後期高齢者医療）制度に加入している方
もはり・きゅう施術利用証の助成を受けられます

　４月１日から、長寿医療（後期高齢者医療）制度に加入している方もはり・きゅう施術利用の助成を受け
られるようになりました。平成 20 年３月 31 日までは、国民健康保険に加入されている方のみを対象に
「はり・きゅう施術利用証」を交付していました。
　今回、この利用証では、はり・きゅうの施術を年間 50 回まで受けることができ、１回につき下記の金額
が割引になります。

●国民健康保険の方　
　一術（はり、又はきゅうのどちらか）	 	 ８００円
　ニ術（はりときゅう）	 １，０００円
●長寿医療（後期高齢者医療）保険の方
　一術（はり、又はきゅうのどちらか）	 １，３００円
　二術（はりときゅう）	 １，５００円

※長寿医療制度とは、４月から新しく始まった後期高齢者医療制度を広く知っていただくために政府が定め
た通称名です。
　利用証の交付を希望される方は、印鑑と「国民健康保険証」または「後期高齢者医療保険証」をご持参の
うえ、住民課保険係又は支所総合管理課窓口係までお越しください。

問い合わせ　住民課　保険係（内線２３４）
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申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
課　

商
工
観
光
係

（
内
線
１
８
２
）

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
（
は
か
り
）
は
、
定
期
検
査
又

は
計
量
士
に
よ
る
検
査
を
必
ず
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
査

を
受
け
な
い
計
量
器
（
は
か
り
）

は
商
取
引
等
に
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
及
び
場
所

●
６
月
10
日
（
火
）

　

10

：

00
～
12

：

00

　
　

上
城
井
公
民
館

　

13

：

30
～
15

：

30

　
　

中
央
公
民
館

●
６
月
11
日
（
水
）

　

10

：

00
～
12

：

00

　

13

：

00
～
15

：

00

　
　

中
央
公
民
館

●
６
月
12
日
（
木
）

　

10

：

00
～
12

：

00

　

13

：

00
～
15

：

00

　　

築
城
公
民
館

持
参
す
る
も
の

　

�　

は
か
り
・
お
も
り
・
分
銅
、

及
び
通
知
書

検
査
手
数
料

問
い
合
わ
せ

　

商
工
課　

商
工
観
光
係

（
内
線
１
８
２
）

　

福
岡
県
計
量
協
会

　

☎
０
９
２
（
９
３
９
）
２
９
１
２

築
上
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

２
０
０
８
参
加
者
募
集

参�

加
資
格

　

�

築
上
町
内
に
居
住
又
は
勤
務
す

る
方

日
時

　

６
月
１
日
（
日
）
８

：

00
～

場
所

　

周
防
灘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
費　

３
０
０
０
円

プ
レ
ー
代　

１
０
０
０
０
円

募
集
人
員

　

40
組　

１
６
０
人

申
込
期
限

　

５
月
16
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
２
４
１
）

第
２
回
自
治
会
対
抗
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

日
時　

６
月
15
日
（
日
）

　
　
　

８

：

40
～

場
所　

椎
田
体
育
館

種
目　

自
治
会
対
抗
戦
（
団
体
）

選�

手
構
成

　

�

１
チ
ー
ム
６
人
で
内
女
子
２
人

以
上
。（
詳
細
は
要
項
に
よ
る
）

申
込
期
限　

６
月
３
日
（
火
）　

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
２
４
１
）

船
迫
窯
跡
公
園
陶
芸
教
室

参
加
者
募
集

　

参
加
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
講
師
の
指
導
も
あ
り
、
初
心
者

の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

古
代
の
焼
き
物
の
里
で
陶
芸
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

毎
月
第
１
・
２
日
曜
日　

　
　
　

９

：

00
～
12

：

00

会�

費

　

�

月
２
０
０
０
円
（
材
料
・
諸
経

費
含
む
・
粘
土
は
個
人
負
担
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

船
迫
窯
跡
公
園

　

☎
（
５
２
）
３
７
７
１　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

体
験
学
習
講
座

●
紙
ひ
ご
の
か
ご
作
り

　

日
時　

５
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

９

：

30
～
15

：

30

　

参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

（
材
料
費
実
費
）

●
紙
す
き

　

日
時　

５
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

13

：

00
～
15

：

30

　

参
加
費　

３
０
０
円

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

�

メ
ニ
ュ
ー

　

�　

�

か
ぼ
ち
ゃ
と
ピ
ー
マ
ン
と
エ

リ
ン
ギ
の
き
ん
ぴ
ら

　

日
時　

５
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

９

：

30
～
13

：

00

●�

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
な
い
方
及
び
役
員

で
な
い
方

募
集
期
間

　

５
月
７
日
（
水
）

　
　
　

～
６
月
20
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　

総
務
課　

企
画
電
算
係

　

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
７
０
５
５

関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.fukuoka-kaigo.jp

キ
ャ
ン
プ
場
使
用
申
込
の

受
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
も
キ
ャ
ン
プ
の
シ
ー
ズ
ン

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

○
牧
の
原
キ
ャ
ン
プ
場

　

50
人
用
・
30
人
用
山
小
屋
の
団

体
使
用
申
込
は
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。

日
時　

６
月
２
日
（
月
）

　
　
　

13

：

30
～

場
所　

築
城
支
所
２
階　

※
13

：

30
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

一
般
利
用
者
の
申
し
込
み
（
バ

ン
ガ
ロ
ー
10
人
・
６
人
・
４
人

用
）
は
、
６
月
３
日
（
火
）
か

ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。（
土

日
・
祝
日
除
く
）

○
龍
城
院
キ
ャ
ン
プ
場

受
付
開
始
日

　

�

６
月
３
日
（
火
）
か
ら
随
時
受

付
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

種　　　類 能　力 手数料（円）

電気式はかり（電気抵抗線式
はかり、誘電式はかり、電磁
式はかり等）

１００㎏以下 １，４００

２５０㎏以下 １，８００

３００㎏以下 ２，２００

機械式はかり（指示はかり、
台手動はかり、指示併用はか
り、天びん等）

１００㎏以下 ５００

２５０㎏以下 ９００

３００㎏以下 １，５００

棒はかり、手はかり １台 ２５０

分銅、おもり １個 １０



�

問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

農
林
水
産
１
係

（
内
線
２
７
４
）

上
水
道
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ

　

上
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
る
ご
家

庭
の
量
水
器
は
、

計
量
法
に
よ
り
定

期（
８
年
）の
交
換
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
対
象
の
ご
家
庭
は
、

量
水
器
を
順
次
交
換
し
て
い
ま

す
。「
築
上
町　

量
水
器
交
換
委

託
員
」
の
腕
章
を
し
て
い
る
交
換

委
託
員
が
交
換
に
伺
っ
た
際
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

上
水
道
課　

上
水
道
１
係

（
内
線
１
７
２
）

ま
な
び
の
杜
受
講
者
募
集

　

豊
前
築
上
地
区
に

在
住
す
る
60
歳
以
上

の
方
の
た
め
の
講
座

で
す
。

●
講
座
説
明
会

　

日
時　

５
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　

10

：

00
～

　

場
所　

豊
前
市
役
所

★
ふ
る
さ
と
講
座

　

�

趣
味
を
広
げ
、
知
識
を
深
め
た

い
方
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

期
間　

６
月
～

　

場
所　

豊
前
市
中
央
公
民
館

　

内
容　

�

歴
史
コ
ー
ス
、
健
康
コ
ー

ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
、

絵
手
紙
コ
ー
ス

※�

受
講
費
、
時
間
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
さ
わ
や
か
講
座

　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
の

た
め
の
講
座
で
す
。

　

日
時　

６
月
～
７
月
の
水
曜
日

　
　
　
　

10

：

00
～
15

：

00

　

場
所　

豊
前
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

受
講
費　

無
料

　

内
容　

講
演
、
実
習
等

申
込
期
限

　

い
ず
れ
も
５
月
16
日
（
金
）

申�

込
方
法　

豊
前
市
教
育
委
員

会
、
豊
前
市
中
央
公
民
館
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

豊
前
市
教
育
委
員
会　

教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

☎
０
９
７
９
（
８
２
）
１
１
１
１

北
九
州
東
県
税
事
務
所
か
ら
の

お
し
ら
せ

～
６
月
２
日
（
月
）
は

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
～

　

自
動
車
税
な
ど
の
県
税
は
、
教

育
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

道
路
の
整
備
な
ど
の
貴
重
な
財
源

と
な
り
ま
す
。
車
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
、
自
動
車
税
は
６
月
２
日
ま

で
に
、
お
忘
れ
な
く
最
寄
り
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
税
事
務

所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

福
岡
県
で
は
自
動
車
税
の
滞
納

整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
北
九
州
東
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
係

　

☎
０
９
３
（
５
９
２
）
３
５
０
１

－町内外からのお知らせ－
　

材
料
費　

３
０
０
円

募
集
人
員　

い
ず
れ
も
10
人

※�

持
参
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
は
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課　

環
境
係（内

線
１
４
１
）

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

（
築
城
処
理
区
）
の
一
部

供
用
開
始

　

３
月
31
日
、
新
た
に
築
城
、
東

築
城
、
上
別
府
、
下
別
府
の
一
部

（
約
３
０
０
戸
）
が
供
用
開
始
と

な
り
、
公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
台
所
・
風
呂
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
活
雑
排
水
や
し
尿
を
公

共
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
に
な
る

と
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
で
も
安

心
し
て
使
え
ま
す
。
汚
水
が
溝
や

川
に
流
れ
な
い
た
め
、
蚊
や
ハ
エ

の
発
生
を
防
ぎ
、
排
水
路
な
ど
か

ら
の
臭
い
も
な
く
な
り
、
衛
生
的

で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
早
期
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

下
水
道
係

（
内
線
１
１
２
）

松
く
い
虫
航
空
防
除

　

防
風
保
安
林
の
松
を

松
く
い
虫
被
害
か
ら

守
る
た
め
、
航
空
薬
剤

散
布
を
行
い
ま
す
。

予
定
時
期

　

５
月
29
日
（
木
）
～
６
月
初
旬

　

６

：

30
～
（
１
時
間
程
度
）

散�

布
場
所

　
�

浜
の
宮
か
ら
今
津
の
海
岸
線
の

松
林

＜
注
意
事
項＞

●�

散
布
実
施
当
日
及
び
散
布
後
３

日
間
は
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●�

洗
濯
物
等
は
、
薬
剤
が
付
着
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
屋
内

に
干
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

皮
膚
、
衣
服
等
に
付
着
し
た
場

合
は
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
付

着
し
た
薬
剤
を
除
去
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

目
に
入
っ
た
場
合
は
、
た
だ
ち

に
水
道
水
で
十
分
洗
い
流
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

薬
剤
散
布
が
原
因
と
思
わ
れ
る

頭
痛
・
腹
痛
・
吐
き
気
・
め
ま

い
等
と
い
っ
た
身
体
へ
の
異
常

を
感
じ
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に

緊
急
指
定
病
院
の
椎
田
病
院

（
☎
５
６―

０
０
３
０
）
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

散
布
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無

線
放
送
で
連
絡
し
ま
す
。　

お
わ
び
と
訂
正

４
月
号
15
ペ
ー
ジ
お
し
ら
せ

　
「
お
布
団
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し

ま
せ
ん
か
」の
中
で
、〝
衛
星
管
理
〟

と
誤
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
〝
衛
生
管
理
〟
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



�

平成 20年度人権相談所開設

　人権相談には、次の方たちが応じます。

　　＜人権擁護委員＞
　　　梶屋貞子（本庄）　　　　　白川義孝（上ノ河内）
　　　椋本欣二郎（東築城）　　　中村雅輝（湊）
　　　吉留平治（築城）　　　　　松本千鶴子（宇留津）
　　　吉武一郎（築城）　　　　　川端洋子（越路）

　

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
焼
却
に
は
毎
月
３
万
リ
ッ
ト
ル
の
灯
油
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
性
ご
み
の
う
ち
、
そ

の
約
50
％
が
水
分
で
、
そ
の
水
分
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
灯
油
を
使
用
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
ご
み
固
形
化
燃
料
）
は
、可
燃
性
ご
み
を
圧
縮
乾
燥
（
水
分
量
３
％
）

し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
量
が
少
な
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
燃
料
使
用
量
や
電
気
代
が
節
約
で
き
ま
す
。

　

ご
み
処
理
費
の
２
割
以
上
が
燃
料
費
と
電
気
代
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
燃
料
の
価
格
も
高
騰
し

て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設
で
の
燃
料
消
費
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
ご
み
処
理
費
が
節
約
で
き
ま
す
。

○
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
量
を
減
ら
す
た
め
に
は

　

・
生
ご
み
等
は
水
を
よ
く
切
る

　

・
水
気
の
少
な
い
生
ご
み
等
は
、
余
計
な
水
分
を
吸
わ
せ
な
い

　

・
料
理
は
適
量
を
作
り
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す

　

・
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
畑
や
庭
木
の
肥
料
に

　

築
上
町
で
は
、
可
燃
ご
み
の
処
理
に
年
間
約
２
億
円
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

燃
料
消
費
量
を
抑
え
れ
ば
、
ご
み
処
理
費
を
節
約
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

環
境
係
（
内
線
１
４
２
）

開　　催　　日 場　　　　所 相　　談　　員 備　　　　　考
5 月 19 日（月） 築城同和研修センター 人権擁護委員

6月 2日（月） 自愛の家 人権擁護委員全員 特設人権相談所
10:00 ～ 15:00

7 月 22 日（火） 築城同和研修センター 弁護士

8月 18 日（月） 築城同和研修センター 人権擁護委員 特設人権相談所
13:30 ～ 15:30

9 月 16 日（火） 椎田人権啓発センター 弁護士
10 月 20 日（月） 椎田人権啓発センター 人権擁護委員
11 月 17 日（月） 築城同和研修センター 弁護士

12 月 4日（木） 築城公民館 人権擁護委員全員 特設人権相談所
10:00 ～ 15:00

1 月 19 日（月） 椎田人権啓発センター 弁護士

2月 16 日（月） 椎田人権啓発センター 人権擁護委員 特設人権相談所
13:30 ～ 15:30

3 月 16 日（月） 築城同和研修センター 弁護士

＜弁護士＞
　　福岡県弁護士会北九州部会所属弁護士

問い合わせ　人権課　（５６）３１１６

※人権擁護委員相談（13:30 ～ 15:30）　※弁護士相談（13:30 ～ 16:00）

ご
み
処
理
費
の
軽
減
に
ご
協
力
を

可
燃
ご
み
処
理
費

う
ち
燃
料
費

う
ち
電
気
代

金

額

約
１
億
７
０
０
０
万
円

約
２
７
０
０
万
円

約
１
３
０
０
万
円

１
世
帯
あ
た
り

の
金
額

約
１
万
９
０
０
０
円

約
３
０
０
０
円

約
１
５
０
０
円

－町内外からのお知らせ－

（
19
年
度
実
績
）

!!



�

－保健だより－

●
住
民
課　

健
康
増
進
係

　

保
健
セ
ン
タ
ー
チ
ア
フ
ル
つ
い
き　

☎(

５
６)

０
３
０
０
（
内
線
７
１
０
）

保
健
だ
よ
り

日本脳炎予防接種のお知らせ
　平成 17 年 5 月 30 日に厚生労働省から日本脳炎ワクチンの副作用による問題で、「積極的勧奨の
差し控え」の勧告があり、町としても接種の呼びかけはしていません。国から安全なワクチンの
開発ができ、通常どおり実施してもよい旨の通知があった場合、広報でお知らせします。
　なお、定期の対象者（① 3歳～ 7歳 6ヵ月　② 9歳～ 12 歳）の方で、日本脳炎の流行地へ渡航
するなど、特に接種を希望される方には、説明書を読んでいただき、同意書に署名したうえで、
現在の日本脳炎ワクチン接種を受けることもできます。
　　　問い合わせ先：保健センターチアフルついき（内線 710）

平成 20年４月から５年間

麻しん（はしか）・風しんの定期予防
接種の対象者に第３期（中学１年生）
第４期（高校３年生）が加わりました。
　昨年、10代から20代の年齢層を中心として麻しん（は
しか）が流行したことから、麻しん（はしか）風しん
の患者の発生を防ぐ為、２回目の接種の機会が設けら
れました。
体調の良いときに接種を受けましょう。

≪接種対象者≫
第 1期：生後 12 ～ 24 ヵ月未満のお子さん
第 2期：５歳～ 6歳の小学校入学前 1年間のお子さん
　　　　（平成 14 年４月２日～平成 15 年４月１日）
第３期：中学１年生
　　　　（平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ）
第４期：高校３年生
　　　　（平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ）
≪接種方法≫
　各家庭に配布しています「平成 20 年度築上町定期
予防接種年間予定表」をご覧ください。
　第２・３・４期の対象者については、通知でお知ら
せしています。
問い合わせ　保健センターチアフルついき（内線 710）

築上町の自家製漬け物の
伝承活動が本になりました

　つけもの博覧会やぬか床養子縁組などの
取り組みが紹介されています。

●漬け物のある暮らし
　80 ページ /
　Ａ５ブックレット　　
　築上町民つけもの
　　　　　博覧会監修
　西日本ブックレット No.21/ シリーズ食卓の向こう
　西日本新聞社発行　１冊 840 円

内容ピックアップ
●若いお母さんの糠床体験
　（町内の子育て中お母さんの体験記）
●�世界でたったひとつの、わが家の糠床をつくって
みよう
●先輩たちの糠床見聞録
　（町内のベテランお母さんたちの物語）
●特別寄稿「日本人の漬物のこと」

東京農業大学教授　小泉武夫
●「つけもの博覧会」と糠床の養子縁組

　フリーライター　森千鶴子
●「わが家に生きるもうひとつの宇宙」
　生活工房「とうがらし」主宰　金丸左佑子

購入・問い合わせ
　保健センターチアフルついき（内線 710）

食生活改善推進会　

作り方

①�かぼちゃ、ピーマン、エリンギはそれぞれ５㎝長さの棒切りにする。

②�フッ素樹脂加工のフライパンにごま油を熱し、かぼちゃを炒める。

少し炒めたらピーマンとエリンギを加えてさらに炒める。

③火が通ったら Aを加えて炒め、水分を飛ばす。

④器に盛り付け、七味唐辛子をふる。

　旬の野菜の簡単料理紹介

　　　　　　　　　　〈No.13〉

＜かぼちゃとピーマンとエリンギのきんぴら＞
安武地区　長竹通子さん

みなさん、
ぜひお試しください。

材料（２人分）

�・かぼちゃ…40g

�・ピーマン…40g

�・エリンギ…60g

�・ごま油…小さじ 1/2

�・みりん…小さじ１と 1/3

�・しょうゆ…小さじ１と 1/3

�・七味唐辛子…少々

平成 20年度
築上町食生活改善推進会役員
　4月 22日に行われた総会で、役員が決定しました。

（敬称略）

　　会　長　鶴田紀子　
　　副会長　平野美津子
　　副会長　小林幸子
　　会　計　深田和子
　　幹　事　田中勝代

　今年も旬の野菜の料理を紹介していきますので、
よろしくお願いします。

委　員　中原志津江
　　　　岡﨑順子
　　　　津本玲子
　　　　白川 穗
　　　　吉元琴代
　　　　稲葉由紀子
　　　　長竹通子
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－特定健診

　今年からメタボリックシンドロームの予防と生
活改善を目的とした特定健診を実施します。
　また、特定健診（集団健診のみ）の際に、基本健診・
肝炎ウィルス検査・肺がん（結核）検診・大腸がん
検診を同時実施します。築城地区の特定健診では

平成 20 年度　特定健診等のお知らせ

１　対象者・料金
健　　　診　　　名 対　象　者 料　　金

特定健診
集団健診

（別紙築城地区日程表参照）

国民健康保険に加入している

40 歳～ 74 歳までの方
５００円

＊以下の健診は、加入している保険の種類に関係なく受けられます。
健　　診　　名 対　　象　　者 料　金

特
定
健
診
（
集
団
健
診
の
み
）
同
時
実
施

基 本 健 診
＊ 35 歳以上の生活保護世帯の方 無料

35 ～ 39 歳で年に 1度の健康診断を受け

る機会のない方
１,０００円

肝炎ウィルス検査

（B・C型）
今までにこの検査を受けたことのない方 無料

肺がん

検 診

X 線
40 歳以上の方

２００円

喀 痰 ５００円

結 核 検 診 65 歳以上の方 無料

大 腸 が ん 検 診

（ 便 潜 血 検 査 ）
40 歳以上の方 ４００円

胃 が ん 検 診 40 歳以上の方 １,０００円

＊�対象年齢については
平成 21 年 3 月 31 日
現在の年齢です。

＊�生活保護・町民税非
課税世帯の方は無料
です。事前に手続き
が必要ですので健康
増進係に連絡してく
ださい。

＊ �75 才以上の方（後期
高齢者医療証をお
持ちの方）は、福岡
県後期高齢者医療広
域連合が別に健診を
行います。６月以降
に案内が届く予定で
す。

２　特 定 健 診 内 容：＊身体計測・検尿・血圧・診察・血液検査
　　（基本健診も同じ）　＊必要な方には、精密検査も同時実施します。
　　　　　　　　　
３　健 診 時 の 注 意：健診前日の夕食は、酒・肉・油類は控えめに。
　　　　　　　　　　　当日はできるだけ空腹の状態でおいでください。
　　　　　　　　　　　（胃がん検診を受ける場合は、当日は飲食できません）�
������������������������������������������������������������������������　　　����
４　持参する物：①保険証と受診券（対象者には個別通知します）���������

　　　　　　　　　②健康手帳・朝いちばんの尿
　　　　　　　　　　　　　　　　　（空き瓶等を使用して下さい）

おわびと訂正
　４月号に掲載しました子宮がん検診の個人負担金は
600 円となっていましたが、正しくは 700 円です。
おわびして訂正します。

胃がん検診も同時実施できる会場もあります。
　それぞれの健診では、対象者が異なりますので
確認のうえ受診してください。
※集団健診とは：左表のとおり公民館等で行う集
団健診のことです。
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－特定健診

※最寄の会場または都合の良い会場で健診をお受けください

椎田地区の健診は、9月 1日（月）～ 10 月 2日（木）に行います。広報 8月号でお知らせします。

　　　築城地区特定健診等日程表
同時にできる健診：基本健診・肝炎検査・肺がん（結核）検診・大腸がん検診

月　　日 時　　間 会　　　　場 追加できる検診

6 月 10 日（火）
8：30～ 9：30 檪 原 集 会 所

10：30～ 11：30 上 寒 田 集 会 所

6月 11日（水）
8：30～ 9：30 郷 原 集 会 所

10：30～ 11：30 下 の 原 集 会 所

6月 12日（木）

8：30～ 9：30
（胃がん 8：30～ 9：00） 松 丸 生 活 改 善 セ ン タ ー 胃 が ん 検 診

10：30～ 11：30
（胃がん 10：30～ 11：00） 下 深 野 集 会 所 胃 が ん 検 診

6月 13日（金） 8：30～ 10：00
（胃がん 8：30～ 9：30） 下 城 井 公 民 館 胃 が ん 検 診

6月 16日（月）

8：30～ 9：30
（胃がん 8：30～ 9：00） 老人いこいの家やまさと 胃 が ん 検 診

10：30～ 11：30
（胃がん 10：30～ 11：00） 上 城 井 公 民 館 胃 が ん 検 診

6月 17日（火） 8：30～ 10：30
（胃がん 8：30～ 10：00） 保健センターチアフルついき 胃 が ん 検 診

6月 18日（水） 8：30～ 10：30
（胃がん 8：30～ 10：00） 築 城 公 民 館 胃 が ん 検 診

6月 19日（木） 8：30～ 10：30
（胃がん 8：30～ 10：00） 築 城 公 民 館 胃 が ん 検 診

6月 20日（金） 8：30～ 10：00 社 会 福 祉 セ ン タ ー

6月 23日（月）
8：30～ 9：30 伝 法 寺 集 会 所

10：30～ 11：30 下本庄交流促進センター

6月 24日（火）
8：30～ 9：30 上 築 城 集 会 所

10：30～ 11：30 船 迫 学 習 等 供 用 施 設

6月 25日（水） 8：30～ 9：30 小 山 田 学 習 等 供 用 施 設

7月 27日（日） 8：30～ 10：30
（胃がん 8：30～ 10：00） 保健センターチアフルついき 胃 が ん 検 診
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－築上町の話題－

－築上町の話題－

町
の
ス
タ
ー

☆

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

「
投
稿
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
情
報
や
投
稿
記
事
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課　

情
報
政
策
係
（
内
線
３
３
１
）

雨の日も風の日も交通安全を願って
～交通安全指導員９人が委嘱

　４月 11日、役場で交通安全指導員の委嘱式が行われました。今年度

は９人に委嘱され、２年間の任期で交通安全指導に従事します。

交通安全指導員（敬称略）

悠久の歴史を感じて
　３月 22 日、コマーレで築上町文化協会発足記念行事「雅楽、悠久千年の神遊び」

が開催されました。この演奏会は、平安時

代に宮廷音楽として演奏された雅楽の魅力

に触れ、広く親しんでもらおうと開催され

たものです。演奏は、中津市の雲八幡宮雅

楽会。平安時代の装束に身を包んだ演奏者

が奏でる幻想的な音色が会場に響き渡り、

観客を魅了していました。

春の交通安全運動
～すべての座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用を徹底しよう

　４月 10日、春の交通安全運動に伴うキャンペーンが行われました。春の交通

安全運動は、「子どもと高齢者の交通事故防止」を運動の基本に掲げ、４月６日

～ 15日にかけて全国的に行われたものです。当日はセーフティーステーション

を設け、町長を始め、豊前警察署員、女性ドライバー協議会員、交通安全指導員

らが、安全運転を呼びかけました。

ハンガリーと文化交流
～日本ハンガリー友好協会福岡県支部設立

　４月６日、コマーレで日本ハンガリー友好協会福岡県支部

設立記念式典が行われました。

　県支部は全国で 20 番目、町内在住の雨宮一正さんと友人

らが発起人となり、ハンガリーと芸術文化などを通じて交流

を図ろうと設立したものです。支部長に就任する雨宮さんは、

70年に東欧の彫刻シンポジウムでハンガリーの彫刻家と出会

い、以来 30回に渡りハンガリーを訪問、交流を深めてきまし

た。雨宮さんは「ハンガリーと日本は、歴史的に結びつきが

深い。会員を増やして人的交流を深めていきたい」と期待を

込めて話されました。

　また、同日午後からは、オクーン・アンサンブル・ザルツ

ブルグによる記念コンサートが行われ、国際色豊かな一日と

なりました。

西田　萬里（東八田）

今村　道一（椎田）

辻　　清一（湊）

宮内千惠子（高塚）

中江　友治（奈古）

北川　清二（椎田）

阿部　省三（松丸）

宮﨑美津江（上別府）

長野ちゑ子（下別府）



��
－築上町の話題－

－築上町の話題－

犀川豊前線が開通
　４月 17 日、豊前市とみやこ町を結ぶ「県道犀川豊前線」が開通

しました。当日はあいにくの小雨、町長を始め豊前市長、町議会議

員ら約 80 人が出席して開通式が行われました。その後、豊前市求

菩提を含む岩屋地区代表の林区会長と上城井地区代表の神﨑自治会

長（寒田）が、今後の地域間交流を誓う文書に調印。今後の住民同

士の交流促進や観光面の振興が期待されます。

みんなで仲良く今日から１年生
　４月９日、町内各小学校で入学式が行われました。上城井小学校では、

今年度５人が入学。

　新入生は、名前を読み上げられると元気に返事をしこれからの小学校

生活への期待に胸を膨らませていました。保護者も、我が子の成長した

様子に感激し、その姿をビデオやカメラに収めていました。５人はこれ

から様々な体験をし、大きく成長していくことでしょう。

№ 1

緑

田
真
彰
と
申
し
ま
す
。
築
上
町
で

は
四
代
目
の
隊
員
と
な
り
ま
す
。

　

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
様
な
濃

密
な
一
年
間
を
過
ご
し
た
い
と
思

い
、
今
年
の
三
月
に
大
学
を
卒
業

し
て
す
ぐ
こ
の
事
業
に
参
加
し
ま

し
た
。
大
学
で
は
森
林
の
勉
強
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
で
は
な

く
教
室
で
の
授
業
だ
っ
た
の
で
現

場
で
体
を
動
か
し
自
分
の
感
覚
で

感
じ
た
い
、
精
神
的
、
肉
体
的
に

強
く
大
き
く
な
り
た
い
と
思
い
応

募
し
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
、
色
々

な
方
と
出
会
い
、
色
々
な
事
を
話

し
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
「
生
き

る
力
」
を
吸
収
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
自
炊
も
一
人
暮
ら
し

も
初
め
て
で
、
九
州
も
初
上
陸
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
も
初
物
づ
く
し

に
な
る
の
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

何
で
も
楽
し
ん
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

一
生
懸
命
挑
戦
し
て
い
き
ま
す

の
で
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

　

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
受
け
入
れ
。

４
月
10
日
、
４
人
目
の
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
と
し
て
雛ひ

な
だ田

真ま
さ
あ
き彰

さ

ん
が
築
上
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
と
は
、
日

本
各
地
で
緑
の
村
お
こ
し
・
町
お

こ
し
を
進
め
る
地
方
自
治
体
の
活

動
に
長
期
参
加
し
、
日
常
生
活
で

は
得
ら
れ
な
い
社
会
貢
献
や
生
活

体
験
を
積
み
重
ね
、
農
村
に
対
す

る
理
解
を
深
め
自
分
自
身
の
生
き

方
を
見
つ
め
る
機
会
を
提
供
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
派
遣
さ
れ

た
ば
か
り
の
雛
田
さ
ん
に
今
後
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

築
上
町
の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し

て
、
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
雛

４
人
目
の
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
～
よ
う
こ
そ
築
上
町
へ

雛
田　

真
彰

岩丸地区のおこうぼ祭り
　４月 21 日、岩丸地区のおこうぼ祭り（３ヵ

所）が行われました。六田の弘法窟には一枚岩

に 20 体の観音菩薩が台座しています。当日は

遠方からも参拝客が訪れ、山菜料理やぜんざい

が振舞われました。
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☆

ス
ポ
ー
ツ

－スポーツ－

築上町剣道大会結果（敬称略）

幼年の部　　　　優勝　北原幹大

１・２年生の部　優勝　桝谷拓実

３・４年生の部　優勝　奥　翔太

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

倶
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
新
定
期
教
室

民
謡
教
室
開
催

　

日
本
各
地
の
民
謡
を
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
、
気
持

ち
よ
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

　

初
心
者
・
経
験
者
を
問
わ
ず
大
募
集
！

開
催
日　

毎
週
日
曜
日　

13

：

30
～
15

：

30

　
　
　
　

※
第
１
回
目
は
、
５
月
11
日
（
日
）

場　

所　

西
田
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　

（
西
八
田
郵
便
局
横　

西
田
さ
ん
宅
）

募
集
人
員　
　

15
人

○
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

毎
年
、
参
加
者
の
親
睦
を

は
か
る
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
４

月
５
日
、
参
加
者
54
人
で
、

小
川
ダ
ム
の
満
開
の
桜
の
下

で
お
弁
当
を
広
げ
、
ゲ
ー
ム

等
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

�

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
事
務
局
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きっと見つかるよ、やりたいスポーツ

～築上町少年スポーツ振興協議会クラブ紹介

　築上町少年スポーツ振興協議会は、町内の小学生を対象にスポーツを通して青少年の心身の

健全育成と健康で明るい文化的な町民を育成する目的で活動しています。６月号からその築上

町少年スポーツ振興協議会の各クラブを紹介していきます。今月は築上町少年スポーツ振興協

議会会長奥本宣行さん（奈古）にお話を伺いました。

　振興協議会は、校区にいくつものクラブが活動していましたが、少

子化によって校区内では人数が足りずゲームや試合をすることができ

ませんでした。そこで、町内の子どもたちに呼びかけて、町内の子ど

もを対象に活動するようになり、旧築城町では平成５年頃からスポー

ツ少年団を立ち上げ４クラブが活躍。また、旧椎田町でも平成８年に

町政のご理解によって小学生のスポーツを通した健全育成を目的に予

算化された椎田町少年スポーツ振興協議会が９クラブで発足しました。

　合併後も指導者の理解の下、いち早く築上町少年スポーツ振興協議

会となり、旧築城４クラブ、旧椎田９クラブでスタートしました。また、武道連盟のほか準備

中のクラブが１つあり、現在 16 クラブ小学生約２５０人が活躍しています。各クラブでは、

独自の指導方針を掲げ、礼儀を重んじ、技術の向上と健全育成を目的に指導者と保護者が手を

取り合い、ボランティアで活動しています。

　子どものスポーツ離れや運動能力の低下、いじめなど様々な問題を抱えている現代社会で、

この取り組みに対して、広報の力を借り、町民の皆さんのご理解ご指導ご協力をお願いすると

ともに、一人でも多くの子どもたちがクラブ活動に参加する良い機会となればと思っています。

　各クラブの紹介の中で、ご意見や疑問点がございましたら、どしどしお尋ねください。それ

では各クラブの紹介を次回の広報から掲載しますので楽しみにしていてください。

築上町少年スポーツ振興協議会　会長　奥本宣行

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
は
色
々
な
人
が
集
ま
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
楽
し
み
を
見

つ
け
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

５年生　　　　　優勝　神　克宏

６年生　　　　　優勝　植木雄一郎

中学校男子の部　優勝　奥　達哉

中学校女子の部　優勝　川口法子
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行事予定表　５月１日～31日

●コマーレ・築上町図書館休館日：毎週火曜日　●築城図書館休館日：毎週火曜日・土・日曜日・祝日

1 日㈭ ・子育て相談（11：00 ～ 12：00・児童館）

2日㈮ 　

3日㈯

・憲法記念日
・休日相談医
　豊前市…八屋第一診療所　☎ 0979-82-2502
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

4 日㈰

・みどりの日
・休日相談医
　豊前市…渡邊整形外科　☎ 0979-82-2371
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

5 日㈪

・子どもの日
・休日相談医
　豊前市…小林整形外科医院　☎ 0979-82-2438
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

6 日㈫

・休日相談医
　築上町…片山医院　☎ 52-0505
　豊前市…矢鳴医院　☎ 0979-82-3276
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

7 日㈬
・補聴器相談（13：30 ～ 14：30・築城公民館）
・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・自愛の家）
・社協�心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

8日㈭ ・温泉入浴（12：00 ～ 20：30・自愛の家）

9日㈮

10 日㈯ ・スポーツ祭り（ジュニアバレーボール）　（10：00 ～・椎田体育館・14：00 ～・築城体育館）

11 日㈰

・休日相談医
　豊前市…梶原内科泌尿器科クリニック

　☎ 0979-82-2456
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

12 日㈪

・民生委員活動強化週間（～ 18 日）
・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・�三種混合予防接種（～ 16 日）（医療機関及び接
種曜日・時間は『平成 20 年度築上町予防接種
年間予定表』をご覧ください）

13 日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
自愛の家）
・�ＢＣＧ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・保健
センターチアフルついき）�

14 日㈬

・敬老年金支給日（～ 21 日）
・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・�社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）
・�ポリオ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・自愛
の家）

15 日㈭ 　

16 日㈮ ・�乳児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：00 受付・自愛の家）

17 日㈯

18 日㈰

・休日相談医
　豊前市…清田整形外科医院　☎ 0979-82-3127
　　　　　大川病院　☎ 0979-82-2203
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

19 日㈪
・�人権相談（13：30 ～ 15：30・築城同和研修セ
ンター）
・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）

20 日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
保健センターチアフルついき）
・�妊婦さんの調理交流会（10：00 ～ 13：00 要予
約・保健センターチアフルついき）

21 日㈬

・�行政相談（10：00 ～ 15：00・自愛の家、築城
公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・�社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

22 日㈭ ・温泉入浴（12：20 ～ 20：30・自愛の家）

23 日㈮ ・�３歳児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：00 受付・
自愛の家）�

24 日㈯
・�麻しん、風しん予防接種（～ 31 日）（医療機関
及び接種曜日・時間は『平成 20 年度築上町予
防接種年間予定表』をご覧ください）

25 日㈰

・休日相談医
　築上町…古賀整形外科内科医院　☎ 56-1730
　豊前市…豊前病院　☎ 0979-82-2309
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

26 日㈪
・�福岡県巡回交通事故相談（10：00 ～ 16：00・
行橋市役所）
・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）

27 日㈫ ・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
自愛の家）

28 日㈬

・補聴器相談（９：30 ～ 10：30・築城公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・自愛の家）
・�乳児健診：築城地区（13：10 ～ 14：00 受付・
保健センターチアフルついき）
・�社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

29 日㈭ 　

30 日㈮ ・�１歳児すくすく教室（13：30 ～ 14：00 受付・
保健センターチアフルついき）

31 日㈯

今月は、上旬から各地域で神幸祭が行われます。
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　世帯数 69 世帯　人口　約 130 人

～住んでよかったと思える環境整備～

～住民の工夫と協力と皆参加の南別府をめざして～

　世帯数 126 世帯　人口　約 290 人

町の原動力である自治会を

　　　　　　紹介するコーナーです

フレー
フレー

　自治
会 No.2

4

　

JR
椎
田
駅
か
ら
約
２
㎞
、
坂
本
自
治
会
と
椎

田
南
自
治
会
に
挟
ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
街
の
一

角
に
あ
り
、
町
営
住
宅
入
居
者
で
組
織
す
る
自

治
会
で
す
。
正
毛
田
団
地
は
昭
和
46
年
か
ら
50

年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、
33
年
以
上
の
年
月
が

流
れ
、
そ
の
間
、
人
の
入
れ
替
わ
り
も
激
し
く
、

住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
で
す
。

　

自
治
会
の
主
な
行
事
は
、花
見
や
清
掃
活
動
、

７
月
の
七
夕
祭
り
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で

す
。

　

七
夕
祭
り
で
は
、
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が

短
冊
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
に
願
い
事
を
書
い

て
も
ら
い
ま
す
。
一
緒
に
食
事
も
楽
し
み
、
貴

重
な
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
昨
年
は
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
会
を
開
く
な
ど
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

と
な
っ
て
お
り
、
住
民
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
交
流
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
住
宅
入
居
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
治
会
活
動
に
対
す
る
意
識
が
低

い
の
が
現
状
で
す
。
清
掃
活
動
や
交
流
活
動
も

含
め
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
相
互
扶
助
の
精

神
が
生
ま
れ
る
努
力
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
交
流

活
動
を
通
し
て
お
互
い
に
支
え
あ
う
意
識
を
作

り
、
住
民
に
「
こ
の
地
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
い
う
良
い
思
い
出
が
残
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

南
別
府
自
治
会
は
、
城
井
川
と
椎
田
勝
山

線
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、
町
営
「
南
別
府
団

地
」
の
住
民
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
人
口
は

約
２
９
０
人
、
世
帯
数
は
１
２
６
世
帯
、
ほ

と
ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
で
、
人
の
入

れ
替
わ
り
が
激
し
い
自
治
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
達
は
現
在
６
人
で
、
以
前

に
比
べ
少
な
く
な
り
、
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
自
治
会
も
20
年
前
は
、
当
時
の
役
員

の
呼
び
か
け
で
数
人
が
立
ち
上
が
り
、
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
に
と
神
幸
祭
を
行
う
な
ど
、

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
記
事
は

当
時
の
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
４
・
５
年
前
に
子
ど
も
会

が
解
散
、
そ
れ
と
同
時
に
神
幸
祭
も
な
く
な
り
、
住

民
同
士
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
の
行
事
は
、
毎
月
の
城
井
川
土
手
の
缶
拾
い

や
公
民
館
の
清
掃
で
す
。
こ
の
城
井
川
の
土
手
は
、

ご
み
の
投
げ
捨
て
が
後
を
絶
た
ず
、
ま
た
、
看
板
ま

で
も
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
、
改
善
策

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
住
宅
の
建
て

替
え
問
題
で
す
。
団
地
は
昭
和
29
年
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
は
老
朽
化
が
進
み
、
住
環
境
の
悪
化

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
環
境
の
整
備
を
一
番
と

考
え
、
協
力
体
制
が
必
要
と
さ
れ
る
今
、
住
民
同
士

の
意
思
疎
通
を
図
り
、
老
若
男
女
が
手
を
つ
な
ぎ
支

え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

正
しょう

毛
け

田
だ

自治会
　自治会長
　渡　辺　新　之　助さん

南
みなみ

別
べ

府
ふ

自治会
　自治会長
　吉　村　正　三さん

正毛田

南別府


